
２ 一般診療所 

（１）一般診療所数 

ア 平成22年10月1日現在の一般診療所数は、4,055施設であり、前年（4,004施設）に

比べ、51施設増加している。 

イ 人口10万対一般診療所数は、56.4施設であり、前年（56.2施設）に比べ0.2施設増

加している。これを全国（78.0施設）と比較すると、21.6施設少なくなっており、

全国第47位である。（表5、図9） 

ウ 小児科を標榜する一般診療所は1,130施設で、前年（1,122施設）に比べ、8施設増

加した。産婦人科を標榜する一般診療所は162施設で、前年（167施設）に比べ、5施

設減少した。 

 

表5 一般診療所数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）昭和59年以前は12月31日現在、昭和60年以降は10月1日現在 

 

図9 人口10万対一般診療所数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）有床一般診療所数及び病床数 

ア 平成22年10月1日現在の有床一般診療所数は、345施設であり、前年と比べ6施設減

少した。一般診療所総数（4,055施設）に対する有床一般診療所の割合は、8.5％で、

前年（8.8%）に比べ0.3ポイント低下している。 

イ 病床数は、3,805床であり、前年（3,883床）に比べ78床減少している。 

ウ 人口10万対病床数は、52.9床であり、前年（54.5床）に比べ1.6床減少している。

また、全国（106.9床）と比較すると、54.0床少なくなっており、全国第40位である。 

エ 有床一般診療所１施設当たりの病床数は11.0床で、全国の12.9床（全国の有床 

一般診療所数は10,620施設）と比べると、1.9床少なくなっている。（表6、図10） 

 

表6 有床一般診療所数及び病床数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

注）昭和59年以前は12月31日現在、昭和60年以降は10月1日現在 

 

図10 人口10万対有床一般診療所病床数の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


